






































































































































































































































































































































































































（3）　第2次フェミニズムのスローガン、「個人的なことは政治的なこと（The personal is 
political.）」を想起させる主張である。恐らく脚本もこれを意識していると思われる。
（4）　判事は、証人調べなどすべての審理が終わり、陪審が評議に入る前に、事件を考えるに当たっ
て陪審員が守らなければならないことなどの注意を与える。これを「説示（instruction）」とい
うが、陪審はそれを無視した評決を出すこともある。それを指す概念。なお、「hung jury」は
陪審員の意見がまとまらず、これ以上評議しても評決に至る見込みがないと陪審員達が考えた
ときに、「評決不能」を判事に申し出る。それを指す概念。
（5）　上記（3）の「個人的なことは政治的なこと」を逆転させ、フェミニストの言う政治的な事件
ではなく、まさに個人的な事件だと認識する、劇の中では転回点になる場面と考えることがで
きる。
（6）　敗北感を味わうフェミニストに対し、今回の事件は嘘の証言をした特定の女性を罰するもの
であり、信念は間違えておらず、女性一般を裏切ったことにはならないと慰めている。ドラマ
としてのメッセージとして、フェミニズムの主張を否定する事は避けたのであろう。
（7）　説明が最後になったが、託宣と占い（divination）とは異なる。占いは具体的な現象、例えば
亀の甲羅や牛の肩胛骨の上のヒビ、あるいは掌のスジなどを未知のものの兆し、徴（しるし）
として解読することである。特別な知識を持った専門家が前提となるが、解読の約束さえ了解
できれば日常的に行うことができる。託宣は、何らかの力、多くはカミなどの人格的な力に働
きかけて言語的な応答を得る手続きである。言語的な応答は様々な形があり得る。日本の神社
の「おみくじ」もそこで祀られている神の言語的な応答であり、託宣の一種である。
